



































































































































































































障害者55名，LD 11名，ASD 18名，ADHD ５名，その
他６名，合計95名となっていた。
(2)対象者の年齢
























































C1 b1 決まった時間に起床し就寝ができる 3.28 1.04 0.979
b2 毎朝，洗顔歯磨きをする 3.56 0.81 　 　 　
b3 出かける時に　必要なものを一人で準備す
ることができる
3.27 0.95 　 1.069 　
b4 規則正しい食事をする 3.36 0.93 0.939 　 　
b5 使ったものを元に戻すことができる 3.09 1 　 0.676 　
b6 「おはよう」「さようなら」の挨拶が言える 3.44 0.87 0.577 　 　
C2 b7 情緒が安定していて気分にムラがない 2.67 1.01 0.658 　 　
　 b8 指図されることを嫌がらない 2.72 1.08 1.055 　 　
　 b9 注意を素直に受け入れる 2.69 1.04 0.88 　 　
　 b10 困ったことが起こると人のせいにしたり，
理由をこねたり，言い訳をする
2.28 1.07 　 0.478 　
　 b11 嫌いなことでも取り組む根気がある 2.6 1.01 0.626 　 　
　 b12 リセットする，気分を変えるのに時間がか
からない。嫌な気持ちをひきずらない
2.56 1.02 　 0.493 　
　 b13 正直である 3.18 1 　 0.764 　
C3 b14 言われたことをすぐ忘れる 2.02 0.93 0.524 　
　 b15 何か行動するにあたってこうしなければ気
がすまないパターン化した行動をする
2.4 1.08 　 1.019
　 b16 整理・整頓ができる 2.13 0.89 　 　
　 b17 頼まれたことは最後まで几帳面に行う 2.86 0.95 0.606 　
　 b18 好きなことにしか取り組まない 2.34 0.86 0.524 　
　 b19 落ち着きがない 2.13 0.98 0.704 　
　 b20 キレやすい 2.24 1.05 0.704 　
　 b21 自分の行動に対しての言い訳をする 2.31 1.05 0.762 　
C4 b22 ルーティン的（繰り返し）な仕事が好きで
ある
3.02 0.88 　 0.893 0.893
　 b23 コンピュータが得意である 2.34 0.97 　 　 0.469
　 b24 工夫ができる仕事が得意である 1.91 0.84 　 　 　
　 b25 自分はどういう接し方や言い訳をされると
わかりやすいか理解している
2.43 0.97 0.706 　 　
　 b26 自分の好きなこと（趣味など）をもってい
る
3.37 0.84 0.445 　 　
　 b27 できることがわかっている 2.86 0.93 0.496 0.58 0.392
b28 自分を過小評価，もしくは過大評価してい
るところがある
2.64 0.85 　 　 0.468
b29 自分のことを「私はこういうところがある」
と人に自己開示できる















b30 対人関係で，上下関係がわかる 3.16 0.86 0.456 　 　
　 b31 自分は人と少し違っていると思っている 2.59 1.04 　 　 　
　 b32 身体を動かして働くことをいとわない（そ
うじ・当番活動など）
2.98 1.01 　 　 　
　 b33 自分の行動を客観的に理解することができ
る
2.27 0.9 0.999 　 　
C5 b34 聞かれると自分の気持ちを伝えることがで
きる
2.78 0.86 0.482 　 　
　 b35 人に何かをしてもらった時に「ありがとう」
と言える
3.23 0.86 　 0.976 0.976
　 b36 できない時に人に相談したり，頼んだりす
ることができる
2.69 0.92 　 　 　
　 b37 何か失敗した時にすぐに謝ることができる 2.72 0.97 0.495 0.382 　
　 b38 場の雰囲気を読むことができる 2.36 0.99 0.772 　 　
　 b39 まわりの人たちが自分と違った考えをもっ
ていてもうまくやっていける
2.49 0.94 0.901 　 　
　 b40 嫌なことは丁寧に断れる 2.08 0.92 0.867 　 　
　 b41 どうしてよいかわからない時「どうしたら
よいですか」と聞くことができる
2.83 0.92 　 　 　
　 b42 敬語が使える 2.98 0.88 　 0.616 0.616
　 b43 作業が終わったとき「終わりました」と報
告することができる
3.36 0.9 　 0.794 0.794
C6 b44 地域の行事に参加できる 2.59 1.03 　 　 0.884
　 b45 仲の良い友達が職場にいる 2.32 1.07 　 　 0.651
　 b46 障害を認めて開示して就職している 2.7 1.27 0.652 　 　
　 b47 得意なことを生かして職に就いている 2.7 1.16 0.583 　 　
　 b48 職場の配慮がある（わかりやすい環境にし
てくれているなど）
3.04 1.1 1.005 　 　
　 b49 職場の同僚の理解がある 2.93 1.07 0.901 　 　
　 b50 職場が保護者と連携をとっている 2.51 1.12 0.559 　 　
　 b51 就職するにあたりジョブコーチの支援を受
けた





2.54 1.1 　 0.431 　
　 b53 嫌なこともあったけれど，たくさんの人に
支えられたと思う
3.41 0.79 　 0.84 　




















































































































































































障害種 度数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
知的障害者
度数 27 14 ４ ８ 53
度数％ 50.9％ 26.4％ 7.5％ 15.1％ 100％
発達障害者
度数 14 ２ ３ 12 31
度数％ 45.2％ 6.5％ 9.7％ 38.7％ 100％
その他
度数 １ ０ ０ ４ ５
度数％ 20.0％ ０％ ０％ 80.0％ 100％
合計
度数 42 16 ７ 24 89



























a b c d e
知的障
害者
度数 11 28 1 1 2 43
度数の ％ 26％ 65％ ２％ ２％ ５％ 100％
発達障
害者
度数 5 4 8 5 5 27
度数の ％ 19％ 15％ 30％ 19％ 19％ 100％
その他
度数 4 1 0 0 0 5
度数の ％ 80％ 20％ ０％ ０％ ０％ 100％
合計
度数 20 33 9 6 7 75




ａ :10セル（66.7％） は期待度数が５未満。最小期待度数は .40 で
ある。
表８　カテゴリー別因子尺度による分散分析結果
因子尺度 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
規律 グループ間 7.92 2 3.96 6.12 .003
グループ内 54.30 84 .65
合計 62.22 86
自律 グループ間 6.50 2 3.25 6.08 .003
グループ内 44.86 84 .53
合計 51.35 86
こだわり グループ間 11.56 2 5.78 5.55 .005
グループ内 95.75 92 1.04
合計 107.31 94
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A Study on the Post-Graduation Life of People with Developmental and Intellectual
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The purpose of this study is to clarify the basic abilities and attitudes which are necessary for people with de-
velopmental and intellectual disabilities to continue work. Research was conducted using a questionnaire distrib-uted to 
companies, schools and parents of people with disabilities. The authors compared the work environments, the attitudes 
of parents about work, state of health or disabilities, personalities and living habits, and analyzed the factors which 
are necessary for continuing with work over 5 years. The authors identified several factors as important. Finally, the 
authors proposed appropriate career education programs for students with develop-mental and intellectual disabilities.
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